予算要求資料
平成28年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名　飛騨牛首都圏進出プロジェクト事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　農政部　農産物流通課　輸出戦略・流通企画係　電話番号：058-272-1111（内2896）

E-mail： c11444@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　　　　　　　6,334千円（前年度予算額：    6,334千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	6,334
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,334

	要求額
	6,334
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,334

	決定額
	6,334
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,334


２　要求内容

（１）要求の趣旨（現状と課題）
「飛騨牛首都圏進出プロジェクト事業費補助金」の活用により、飛騨牛一頭を単位とした首都圏への流通が実践され、平成２４・２５年度で１０６頭分の増頭を図るとともに、飛騨牛取扱店が平成２６年度末には４１店舗（Ｈ２６年度末１３店舗）と増加し、首都圏で「飛騨牛を食べることができるお店」が着実に増えつつある。
平成２６、２７年度は、コーディネーターを活用し、２６年はホテル、２７年はレストランへの販路拡大活動を行い、取扱店の拡大につながった。

しかし、飛騨牛の知名度としては三大和牛には追い付いていないのが現状である。飛騨牛のブランド力強化には、情報発信力のある首都圏での継続した販路開拓及びプロモーションが欠かせない
そのため、県内流通業者では首都圏に対するネットワークが弱いため、首都圏の有名ホテルやレストラン等と人的つながりを有する人材を継続して配置し、情報発信・収集機能を高め、県内の流通業者と連携を図ることで岐阜のトップブランド「飛騨牛」の販売促進を強化し、さらなる知名度の向上・購入者の増加を目指す。

（２）事業内容

（ア）飲食店と流通業者をつなぐ人材の設置
　　　　首都圏のホテルやレストランに対し、ネットワークを持つ経験豊富な人材を（商社やメーカー等のＯＢを想定）を雇用し、首都圏にて飛騨牛や県産農産物の取扱に興味のある飲食店の掘り起こしを行うとともに、首都圏での飛騨牛等の販売を希望する県内食肉事業者等の営業活動に対して助言等を行う。
（イ）メニューフェアの開催
コーディネーターが掘り起こした首都圏の飛騨牛取扱希望店にメニューフェアを開催してもらうことで、取扱店の拡大及び消費者に対してのＰＲを行い、飛騨牛の認知度向上を図る。
（３）県負担・補助率の考え方

　　　飛騨牛の首都圏への取組は、県の農業支援対策であり、県負担は妥当
（４）類似事業の有無

　　　無
３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	   53
	プロポーザル評価会議　委員報酬（５名）

	旅費
	　　    3
	プロポーザル委員　費用弁償

	委託料
	6,278
	飲食店と流通業者をつなぐ人材の設置に係る経費

飛騨牛メニューフェアに係る経費

	合計
	    6,334
	


	　決定額の考え方　




事務事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　首都圏で飛騨牛を食べられる店をＨ３２までに新規に２５店舗増やす。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	飛騨牛新規取扱店舗（首都圏）
	０
（H22）
	　４
（H23）
	１２（H24）
	 ２８
（H25）
	４１
（H26）
	６６
（H32）
	６７％



（平成27年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）岐阜県飛騨牛産地見学会への誘導　１０社１４名が参加
（２）飛騨牛の取扱いの掘り起し及び飛騨牛新規取扱店舗の拡大


（平成27年度の成果）

	・平成27年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　本事業により今まで取扱いがなかった首都圏のホテル、レストラン等で飛騨牛を活用したメニューが提供され、着実な取扱店の拡大が進んでいる。
　また、コーディネーターを活用することで新規取扱い店舗が大きく伸び、県内の食肉事業者ではネットワークがなく困難だった有名ホテルやレストランへの取扱いにつながった。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）

○

	飛騨牛の首都圏での販路拡大は、生産者や流通業者も希望している。また、情報発信力の高い首都圏でＰＲすることが、飛騨牛の認知度向上及びブランド力の強化するためには効果的であり、地道な販売促進活動は重要である。

	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：期待した効果がある、△：一定の効果がある、×：期待した成果がほとんどない

	（評価）

○

	　飛騨牛販路拡大コーディネーターにより、県内の食肉事業者にはネットワークがない首都圏有名ホテルの、食材購入の決定権がある人物に直接働きかけることができる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある、×：効率化が図られていない

	(評価)

○

	「飛騨牛販路拡大コーディネーター」を創設し、ホテル等で使用する食材の購買を管理する者に直接的に働きかけることにより、時間・広告費用の効率化を図ることができた。



（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　飛騨牛販路拡大コーディネーターの働きかけにより、県が主催する飛騨牛メニューフェアでの取り扱いまでつなげることができるが、事業実施以降、飛騨牛の継続的な取扱を維持するためには、県内食肉処理事業者の積極的なフォローアップが欠かせない。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　首都圏での飛騨牛の確固たるブランド力を築くためには事業を継続し、さらなる販路拡大及び認知度向上を目標とする。


